
八
千
穂 

児童名 
佐久穂 二郎 保育所名 栄   保育園  

 

保育を必要とする事由申立書 

 

Ｈ３０年１０月１０日 

 

申立者氏名  佐久穂 花子   （申請児童との続柄 父・母・（   ）） 

 

私は次の事由により、児童の保育ができないので申し立てます。 

＜該当する番号へ〇及び記入をし、具体的な状況をお書きください。＞ 

３．疾病・負傷 ※診断書の写し等、病気・けがの状況がわかる書類 

療養状態 ・入院治療（  年  月  日～  年  月  日） 

        ・通院治療   日／月 ・自宅療養（寝たきり・その他） 

４．介護・看護 ※診断書、障害者手帳、介護保険証の写し等 

介護・看護を受けている方    佐久穂 千代         

□入院  ☑在宅   介護・看護時間 １日 ５時間 

８．虐待・ＤＶ ※状況がわかる書類 

10．その他、上記に類する状態 ※状況がわかる書類 

保育ができない具体的な状況 

 祖母が寝たきりで、在宅で介護を必要としている。             

                                     

                                     

                                                                         

                                     

                                     

                                     

※に記載の書類をこの申立書と併せて提出してください。 

     

 

 

 

この欄は証明書類等が添付できない場合にお使いください。 

〇上記内容に相違ないことを証明します。 

☑町保健師              Ｈ３０年１０月１５日 

□地区民生児童委員     氏名  八千穂 栄子   ㊞  

《記入例》 

何らかの事情で証明書類等が添付できない場

合で、町保健師や地区民生児童委員が状況を把

握している場合には、この欄に証明をもらうこ

とで添付書類に代えることが出来ます。 


